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特に、貯水池内の富栄養化現象や下流河川水質につ
いては、十分に配慮した保全対策運用や、水質実態の
継続的な監視が求められており、確実にそれらを実施
していくための各種保全対策が講じられている。

その一つとして、貯水池内水質をリアルタイムで監
視できるよう、水質自動監視装置を設置し、貯水池
内の鉛直方向の水質（水温・濁度・電気伝導度・pH・
溶存酸素量・クロロフィルa）を継続的に測定している。

さらに、水質自動監視装置で得られたリアルタイム
データをもとに、適切な放流水質を確保すべく、選択
取水設備を設置し、下流河川環境に配慮した高度な運
用を行っている。

八ッ場ダムの選択取水設備は、任意の標高から効率
的に取水可能となるよう連続サイフォン式を採用して
おり、取水範囲58mで29段のサイフォン管は、国内
最大級のものである。

これら水質自動監視装置と選択取水設備を適切に運
用することで、下流河川に生息する魚類などに配慮し
た放流水温を確保するとともに、濁水放流を低減する
ことで景勝地である吾妻渓谷の水辺景観を維持するこ
とに努めている。

また、写真-1のとおり、現在は比較的良好な貯水池
水質が維持されているものの、富栄養化現象の発生な
どを早期に発見し、速やかに対応できるよう、今後も継
続した監視とデータの蓄積に務めることが重要である。

（2）自然環境
八ッ場ダム周辺には多種多様な生物が生息・生育し

ており、工事中から現在に至るまで、自然環境へ配慮
した様々な取り組みが行われている。

工事中には、工事による発生木材を利用したエコス
タック（小動物の隠れ場所）の創出、生き物が落ちて
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図-6 水質自動監視データの一例（貯水池内水温）

図-7 八ッ場ダムの選択取水設備

写真-1 八ッ場ダムの選択取水設備と貯水池 写真-3 緩傾斜側溝の設置例

写真-2 エコスタックの設置例



25

も自力ではい上がれるような緩傾斜側溝の設置が行わ
れた。

エコスタック設置箇所では両生類、爬虫類、哺乳類
及び昆虫類が確認されており、隠れ家や生息場所等の
提供に大いに貢献していることを確認した。

緩傾斜側溝では両生類、爬虫類等の利用が確認さ
れ、移動経路として十分に機能していることが確認さ
れた。

さらに、調査で確認された生物に対する保全措置と
して、過去につがいが確認されているイヌワシの人工
代替巣の設置、草地・湿性地等の代替地となるビオトー
プの整備等を実施している。

人工代替巣は、対象事業によるイヌワシへの影響を
低減するため、対象事業実施区域から離れた岩場に設
置した。設置後は人工代替巣周辺における生息・繁殖
状況のモニタリング調査を継続して行っている。

ビオトープは令和元年度にダム周辺に造成され、ヘ
イケボタルやオオムラサキの幼生が確認されている。
一方でオオブタクサやハイコヌカグサ等の外来植物も
確認されており、今後の維持管理方法について検討を
していく必要がある。

八ッ場ダム建設後は、環境保全対策の効果の確認と
して保全対象種であるヘイケボタルの維持・保全に向
けた取り組み、配慮事項の効果の確認として外来植物
対策等を実施している。

ゲンジボタル及びヘイケボタルは、今後環境が劣化
した場合八ッ場ダム周辺での個体絶滅の可能性が考え
られることから、地域と連携した保全対策等の取り組
みを実施している。

写真-4 人工代替巣の設置状況

写真-5 ビオトープ 伐採前

伐採後

写真-6 ゲンジボタル及びヘイケボタルの移植状況

写真-7 外来種（ハリエンジュ）対策



26

外来植物対策では、ビオトープ内の外来植物の駆除
や八ッ場ダム周辺に生育するハリエンジュの伐採を実
施している。伐採作業は業者による伐採の他、事務所
職員による伐採も行っている。

（3）社会環境　
八ッ場ダム周辺の社会環境への配慮や地域活性化に

向けた取り組みとして以下に示す事項を実施している。

①やんば1万本桜プロジェクト

図-8 やんば1万本桜憲章

八ッ場ダムでは、ダム湖周辺の景観・観光資源とし
て桜を植樹し、観光客の誘客や地域振興につなげたい
との地域住民からの提案により、地域住民と行政が一
体となり「水と桜の郷づくり」を目指して、八ッ場ダ
ム周辺に一万本の桜を植樹している。

②なるほど！やんば資料館

図-9 なるほど！やんば資料館

令和2年11月1日にオープンした「なるほど ! やんば
資料館」は、ダム本体工事と関係地域の情報を発信す
る拠点として、「地域の成り立ち」「事業経緯や目的」

「八ッ場ダム周辺の立体模型」をはじめ、「本体工事の
動画」などを展示している。

来場者数（資料館入口に取り付けたカウンターによ
るカウント数）をみると、11月〜 8月までの10 ヶ月
間（うち、コロナ禍の影響により約4 ヶ月間は休館）
で約52,000人が来訪している。また、資料館でのダム
カードの配布枚数も約40,000枚配布されている。

図-10 八ッ場ダムカード

③多目的エレベーター等の開放
八ッ場ダムでは、ダム堤体天端から下流へ降りる多

目的エレベーター、ダム下流苑地、管理橋、下流通路
を一般開放し、ダム堤体全体を間近で見学することが
できる。

④水源地域動態について

図-11 八ッ場ダム周辺を利用した際の感想
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図-12 性別・年代の日別構成比及び来訪者の都道府県別の居住
地（合計）
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湛水後2年目の令和3年度の利用実態調査の結果、
WEBアンケート調査では、家族が日帰りで八ッ場ダム
周辺地域に来訪する傾向がみられ、ダムに来た満足度
も約80％で高い結果となった。さらに、携帯電話の電
波を活用したビッグデータ調査では、男女ともに、60
歳代〜 70歳代の来訪が多く、東京都、埼玉県、神奈
川県等の首都圏からの来訪が多いことが確認された。

4．まとめ

以上のとおり、八ッ場ダムでは周辺環境に関する
様々な取り組みが行われており、現時点では一定の効
果が確認されている。

今後は、これまでに実施している環境保全対策など
の課題や問題点を抽出し、必要に応じて、追加対策の
検討や改善・改良を行っていくことが重要である。

さらに、より良い周辺環境の確保・形成に向け、フ
ラッシュ放流（下流河川の撹乱頻度の低下の低減）や
観光放流（弾力的運用で確保された容量の有効活用）
についても検討していくことが望ましい。

なお、これらの今回紹介した事例等も含め、八ッ
場ダムではダム等管理フォローアップ制度に基づく

「八ッ場ダムモニタリング委員会」において、ダム建
設に伴う影響やダム運用後の実態について審議がなさ
れている。

八ッ場ダムは、その事業特性から注目されているだ
けでなく、地域と連携した様々な取り組みなどで、多
くの関心を集めている。

今回紹介した環境保全に関する取り組みや周辺社会
環境への配慮をさらに進めていくことで、より一層の
地域活性化につながっていくと考えられる。

このような八ッ場ダムの取り組みについては、大規
模かつ最先端の事例として非常に貴重な知見であると
いえる。このため、今後の同様事業を実施するに際し
て十分に活用できるよう、データの取得・蓄積だけで
なく、積極的な情報発信も期待される。
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